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の
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E
・
自
由
同
・
出
品
)

る
が
、
実
際
に
は
、
神
官
と
法
律
学
と
の
結
合
は
根
強
く
残
存
し
た
。
神
官
団
に
属
し
な
い
法
律
家
が
実
証
さ
れ
る
の
ぼ
第
二
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
世
俗
化
が
目
立
つ
の
は
さ
ら
に
同
世
紀
の
後
半
か
ら
で
あ
る
。

神
宮
は
上
級
政
務
官
職
経
験
者
・
貴
族
(
℃
2
2巳
)

料

ii資

ii料i!

資

神

官

解

答

活

動

(
市
民
法
の
法
源
)

の

前
三

O
O年
頃
ま
で
の
法
形
成
は
神
官
(
句
。
丘
一

p
g
)
に
よ
る
。
こ
の
神
官
の
法
知
識
独
占
は
、

頭
に
始
る
二
つ
の
事
件
日
〉
ち
・

Q
E
L
E加
わ

出

2
5
(円巾
5
・
ωHN
山

内

2
・
ω
C
F
h出
。
)

よ
る
解
答
ェの
嵩秘、
の国

公の
開Zプ
、可1

~ 
〈

己
出

家5
性 (2)
が

菅

太

良日

芳

伝
承

Iこよ
よれ
る l工、
暦っ
とる第

訴三
訟世
方紀
式5初

に
よ
っ
て
破
ら
れ
た
こ
と
に
な

し
か
し
、

の
ち
の
法
学
世
俗
化
後
も
一
貫
し
て
い
る
法
専
従
者
の
こ
の
名
望

ロ
オ
マ
法
を
現
代
的
意
義
あ
ら
し
め
て
い
る
高
度
の
分
析

と
り
わ
け
神
官
的
法
学
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
o

で
あ
り
、

ロ
オ
マ
私
法
の
諸
特
質
の
一
般
的
な
背
景
で
は
あ
る
。

的
・
抽
象
的
性
質
は
、
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神
官
と
そ
の
思
考
形
式
・
技
術
の
出
現
の
背
景
に
あ
っ
た
当
初
の
(
人
格
神
以
前
の
)
宗
教
観
念
の
基
礎
は
、
自
然
現
象
の
中
で

働
い
て
い
る
種
々
の
神
秘
的
な
力

(
E
E
)
で
あ
り
、
人
々
は
儀
式
に
よ
っ
て
こ
の
力
の
規
制
|
|
糾
遠
ざ
け
る
(
例
え
ば
、
禍
の
力
が

耕
地
に
は
い
る
の
を
防
ぐ
五
月
の
耕
地

w
L
F
3
Z
3
-
F
吉田

5
5・
さ
ら
に

2
2
E
B
B
-
g
z
h
)
)、
ま
た
は
刷
有
利
に
働
か
せ

る
(
例
え
ば
敵
市
在
住
の
神
を
ロ
オ
マ
に
移
住
す
る
よ
う
呼
寄
せ
る

2
O
B
E
S
-
-に
努
め
た
。
こ
こ
で
日
に
つ
く
の
は
、
語
ら
れ

た
一
言
葉
に
は
そ
の
内
容
を
実
現
す
る
力
が
あ
る
と
い
う
呪
術
的
観
念
で
あ
る
o

不
可
視
な
力
と
の
交
通
に
お
け
る
誤
解
(
語
り
手
の
望
ま

ぬ
所
に
ま
で
力
を
呼
寄
せ
て
し
ま
う
)
を
避
け
る
た
め
に
祈
願
の
目
的
・
効
果
範
囲
に
つ
い
て
正
確
な
言
葉
遣
い
に
努
め
る
。
呪
術
的
観

(1) 

神官の解答活動(市民法の法源〉

念
の
基
礎
の
上
に
さ
ら
に
加
わ
る
の
が
慣
行
〈
伝
統
・
保
守
)
の
カ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
可
視
な
力
と
交
通
す
る
技
術
は
二
度
効
能

の
あ
っ
た
実
験
済
の
先
例
的
方
式
を
固
守
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
儀
式
・
祈
願
方
式
が
当
初
も
っ
て
い
た
実
生
活
と
の
意
味
関
連

が
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
技
葉
末
節
的
正
確
さ
が
自
己
目
的
に
な
る
。
同
じ
経
過
に
属
す
る
も
の
に
代
物
思

考
形
式
(
〈
2
可

2
5
m
H
E
窓
口
ユ
出
色
自
己
主
同
官
。

4
2明
日
三
立

5
Zア
)
が
あ
る
。

ロ
オ
マ
宗
教
が
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
社
会
的
行
為
で
あ
る
以
上
、
政
務
官
や
私
人
は
、
終
身
制
に
よ
り
神
事
の
知
識
経
験
を
蓄
積
~

し
え
た
神
官
に
相
談
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
強
制
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
神
官
の
神
事
上
の
解
答
(
門
}
巾
2
2
P
5
8
0
5白
)
活
動
を
拾

い
上
げ
て
み
る
と
日
制
暦
の
作
成
、

P
E
E
7ブ
ウ
の
日

Z
E
E
-
(裁
判
・
元
老
院
決
議
・
民
会
可
能
日
)
と
の
区
刷
物

川
政
務
官
に
対
し
て
、

S
E
E
-
ィ
20thw)
与
え

5片岡山一

)
8
5
2
2
H
5
)
巾〈。
g
H
E
2
的
行
う
こ
と
の
可
否
、
お
よ
び
そ
の
際
と
ら
る
べ
き

方
式
を
解
答
。
川
門
前
兆
に
つ
い
て
政
務
官
に
解
答
。
同
す
で
に
な
さ
れ
た

8
5
2
E
C
C
の
効
力
(
こ
れ
に
関
連
し
て
、
あ
る
場
所

が
神
聖
物
か
世
俗
物
か
)
の
解
答
。
例
え
さ
ぬ
出
己
(
》
(
お
よ
び
そ
の
死
因
処
分
形
式
た
る
怠
印

g
g
g
Z
B
E
E
r
s
E
F
t
-∞)
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料

体
構
成
員
の
変
動
に
関
す
る
ゆ
え
大
神
官
(
ヲ

E凶

5
5
)
の
招
集
す
る
ク
リ
ア
民
会
の
立
法
に
よ
り
行
な
わ
旬
、
》

の
後
も
、
家
の
祭
杷
に
関
す
る
事
項
と
し
て
神
官
団
の
解
答
に
よ
り
事
実
上
規
制
さ
れ
た
。
的
一
般
市
民
も
墓
に
関
す
る
事
項
に
つ
き

神
官
に
助
言
を
求
め
る
の
を
常
と
し
た
(
屍
の
移
動
・
基
の
修
繕
・
墓
地
の
譲
渡
に
お
け
る
墓
の
保
護
)
o

伺
家
の
祭
記
(
凹
R
E
官
ぞ
え
P

∞
-
F
E
-
-
5
3
)
維
持
義
務
者
に
つ
い
て
の
理
論
は
神
官
の
解
答
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
同
町
一
川
瞭
罪
(
お
よ
び
犠
牲
)
の
削
除
問

L

等。

ク
リ
ア
民
会
形
骸
化

北法15(4・66)658

資

(3) 

呪
術
的
観
念
の
残
り
と
伝
統
の
力
と
に
よ
る
既
述
の
ロ
オ
マ
宗
教
の
形
式
主
義
は
、
神
官
宗
教
の
中
に
一
段
と
強
く
現
わ
れ
て
お

ロ

オ

マ

で

法

律

学

的

取

扱

が

発

展

す

る

原

因

に

な

っ

切

り

日

巾

E
N

制
カ
ズ
イ
ス
チ
ヅ
ク
な
細
分
化

正
確
な
言
葉
(
〈

2
g
n
2
5
8
5
4同

P
E
O
-
-巾
B
巳
同
)
の
使
用
へ
の
配
慮
か
ら
、
政
務
官
の
宗
教
的
行
為

(
片
山
田

5
2回目
n
y由

りω
形
式
主
義
の
硬
直
性

(
前
述

ωω)
に
当
っ
て
、
神
官
は
祈
願
な
ど
の
方
式
を
ま
ず
書
面
に
し
、
こ
れ
を
予
め
語
っ
て
や
る

官
島
町
内
)
0

さ
ら
に
、
意
図
と
表
示
聞
の
不
一
致
を
避
け
る
た
め
の
文
言
を
方
式
中
に
多
用
す
る
o

め
る
o

現
実
と
の
関
連
を
失
っ
た
儀
式
や
言
葉
は
、
融
通
が
き
か
な
く
な
り
硬
直
精
密
に
な
る
。

(色町田円
H
J
-

℃

45HV】河内戸江口
U

〈巾同一)山田

一
語
の
誤
も
全
行
為
を
無
効
な
ら
し

タ
ブ
ウ
を
表
す

g
n
R
お

よ
び

z
r
m
-
2
5
は
、
宗
教
的
行
為
が
国
家
に
よ
る
か
私
人
に
よ
る
か
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
分
類
概
念
に
な
d
f
(
前
述
同
参
照
)
。

あ
る
儀
式
は
一
つ
の
力
の
発
現
に
し
か
対
応

例
え
ば
、

換
言
す
れ
ば
、

こ
う
し
て
対
象
は
無
限
に
細
分
化
さ
れ
て
や
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の
個
別
的
解
決

(
カ
ズ
イ
ス
チ
ッ
ク
)
|
|
公
行
事
を
妨
げ
る
前
兆
を
制
限
し
て
ゆ
く
仕
方
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
観
念
的
な
特
色
が
あ
引
い
ー
に
よ
っ
て
、

現
実
を
束
縛
す
る
先
例
の
網
の
日
は
、
却
っ
て
容
易
に
引
裂
か
い
叩
多
様
な
現
実
の
要
求
の
吸
収
が
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
前
兆
(
前
述
例
)
に
は
専
属
の
賠
罪
儀
式
が
あ
り
、

し
え
な
い
。
同
形
式
主
義
の
柔
軟
性

ま
た
、

「こ

う
し
た
実
践
は
、

た
と
え
個
々
の
場
合
に
弾
力
を
欠
い
て
い
た
と
し
て
も
、
最
終
的
結
果
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
し
て
打
開

策
を
発
見
し
た
o

か
く
し
て
発
展
し
た
不
可
視
力
と
の
交
際
技
術
は
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
で
き
る
も
の
だ
っ
た
o
」
刷
抽
象
的
一
般
化

(
E
Z
5
2
m
g
m
B
E
g
t
c
u寸
)

ヵ
、
ス
イ
ス
チ
ヅ
ク
な
行
動
様
式
(
新
方
式
の
創
造
)
と
先
例
固
守
(
既
存
の
方
式
へ
の
あ
て
は
め
)
と



の
結
合
の
う
ち
に
、
個
別
的
具
体
的
事
例
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
方
式
首
吉
見
広

CHEm--戸
)
か
ら
、

(冨
5
8民
2
白
子

F)円
吉
己
由
同
)
が
生
ま
れ
る
o

将
来
の
同
種
の
事
例
に
耐
え
う
る
方
式

神
官
の
神
事
(
町
民
間
)
活
動
と
俗
事
活
動
と
の
区
別
は
、
後
者
が
日
常
事
と
し
て
毎
年
神
官
団
の
一
人
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
も
明

確
に
現
わ
れ
て
い
る
、
か
、
神
官
を
し
て
そ
の
本
来
の
活
動
領
域
を
越
え
て
世
俗
法
(
百
出
)

に
も
従
事
せ
し
め
る
に
至
っ
た
両
分
野
間
の
関

次
が
あ
げ
ら
れ
る
u

糾
神
法
上
の
行
為
が
世
俗
法
上
の
効
果
を
も
ち
始
め
る
〈
世
俗
化
)
過
程
で
、
神
法
上
の
構
成
要

件
が
世
俗
法
の
領
域
に
も
ち
こ
さ
人
間
(
邑

gmEtc・
2
?
)
o
ω

神
法
上
の
制
度
が
世
俗
法
上
の
構
成
要
件
を
外
面
的
に
借
用
す
る

宮内
E
r
E
E
M
γ
町
付
)

O

付
方
式
の
専
従
者
た
る
神
官
が
、
両
分
野
に
共
通
な
形
式
主
義
的
思
考
形
式
の
た
め
に
、
神
事
上
の
方
式
と

同
様
に
法
律
行
為
方
式
・
訴
訟
方
式
を
も
作
成
し
た
。

連
と
し
て
は
、

神官の解答活動(市民法の法源〉

ω
当
初
の
法
律
訴
訟
(
-
白
色
目
白
色
。
窓
口
出

BmEC)
は
、
宣
誓
を
通
じ
て
神
助

E
E
H
-
E
の
問
題
を
口
広
志
の
問
題
に
転
換
す
る
神
官
技
術
の
み
が
こ
の
訴
訟
を
生
み
出
し
え
た
。

神
官
の
市
民
法
上
の
解
答
(
円

3
0ロ
窓
)
は
、
例
将
来
の
行
為
に
関
す
る
予
防
的
な
も
〈
仰

(
F
E
Z
-
3
のロ

g口
Z
E
)
と、

倒
す
で
に
な
さ
れ
た
行
為
に
関
す
る
も
帆
〉

C
E
N
5
-
r
c・
)
と
に
整
理
さ
れ

M
r
例
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
法
律
行
為
方
式
の
創
掛
}

が
有
名
で
あ
る
が
、

ω
に
つ
い
て
は
神
法
の
場
合
ほ
ど
は
史
料
に
恵
ま
れ
て
な
い
。
糾

ωい
ず
れ
の
場
合
に
も
法
律
問
題
に
つ
い
て

解
答
さ
れ
、
事
実
問
題
に
は
立
入
ら
な
い

Z
E
R
O己
詰
官
。
宮

E
E
5
5
E
E
E
U
田
町

2
z
c
g
g
宮
山
巾
同
)
5
3
2
E
C
H
)
O
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を
(2) 求

め
る
神
判
で
あ
り

ω
解
答
活
動
に
お
け
る
方
法
上
の
特
色
は
神
事
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
、
か
、
そ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
市
民
法
の
領
域
で
著
し
い
の
が

抽
象
化
(
ニ
ゆ

ω)
で
あ
る
o

例
え
ば
握
取
行
為
は
、
す
で
に
十
二
表
法
以
来
、
本
来
の
原
因
関
係
(
売
買
)
か
ら
解
放
さ
れ
た
抽
象

的
な
権
利
移
転
行
為
と
し
て
、
現
実
の
多
様
な
目
的
に
対
応
し
た
一
連
の
「
模
倣
行
為
」
を
産
出
し
て
い
る
。



料資

事
実 (1)

対
す
る
反
対
考
察
と
し
て
t土

十
二
表
法
の
出
現
は
、

そ
れ
が
と
に
か
く
法
典
的
な
立
法
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
神
官
的
法
形
成
に
反
す
る
。
し
か
し
、

の

北法15(4・68)660 

四

同
同
法
出
現
の
原
因
は
、
共
和
制
(
な
い
し
民
主
制
)
成
立
期
に
固
有
な
政
治
的
経
済
的
対
立

と
そ
の
調
整
・
統
合
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
類
似
の
政
治
状
況
で
あ

M
V
貴
族
(
政
務
官
お
よ
び
神
官
)
の
盗
意
の
中
に
あ
る
法
を
成
文
化
に

よ
っ
て
確
実
安
定
な
ら
し
め
片
平
民
側
の
要
求
、
そ
の
際
の
法
的
平
射
げ
思
想
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
先
例
の
影
響
で
あ
る
で
か
く
て
包
括
的

立
法
と
し
て
の
十
二
表
法
は
ロ
オ
マ
で
は
一
回
き
り
の
孤
立
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
制
成
文
化
さ
れ
た
も
の
は
主
と
し
て
既
存
の
法

で
あ
る
か
ら
、
十
二
表
法
は
神
官
的
法
形
，
成
の
基
礎
を
も
っ
と
い
え
る
。
既
存
の
法
の
成
文
化
が
平
民
側
の
平
等
な
法
へ
の
参
加
を
通
じ

て
政
治
的
革
新
へ
機
能
転
換
す
る
こ
と
は
、
こ
の
点
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
制
十
二
表
法
の
内
容
を
部
門
別
に
み
る
と
、
前
述
の

調
整
機
能
に
対
応
し
て
、
公
共
生
活
の
規
制
を
主
と
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
勾
)
日
川
w
科
尚
一
泊
よ
び
復
讐
規
制
町
~
贈
罪
金
額
公
定

に
よ
る
和
解
強
制
)
は
同
法
中
最
も
内
容
豊
富
で
あ
る
〈
第
九
・
八
表
)
。
続
い
て
、
肋
埋
葬
(
そ
の
際
の
奪
移
禁
止
)
の
警
察
(
第
十

料
負
債
問
題
に
つ
い
て
裁
判
・
身
体
執
行
(
第
一
・
二
・
三
表
)
お
よ
び
利
子
の
規
制
。
こ
れ
に
対
し

て
、
同
家
族
・
相
続
・
遺
贈
・
後
見
の
分
野
は
負
債
問
題
の
よ
う
な
切
実
さ
は
な
い
分
野
で
あ
り
、
少
く
も
現
存
の
伝
承
に
つ
い
て
み
る

限
り
規
定
の
数
は
多
く
な
い
(
第
四
・
五
・
六
表
有
こ
の
分
野
の
諸
原
理
は
、
同
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
前
提

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
o

財
産
取
引
行
為
に
つ
い
て
も
ご
く
少
数
の
原
型
的
方
式
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
実
際
は
神
官
の
方

表
)
、
り
相
隣
関
係
(
第
七
表
)
、

式
形
成
と
家
長
の
私
的
自
治
的
立
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
o

ω
一
度
出
現
し
た
十
二
表
法
は
神
官
的
法
形
成
を
硬
化
さ
せ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
o

同
法
以
後
の
法
律
行
為
方
式
・
訴
訟
方
式

の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
同
法
以
前
に
神
官
に
よ
り
作
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
そ
の
拘
束
力
を
同
法

(
お
よ
び
以
後
の
少
数
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Pomp. Ench. D. 1，2，2，6: ..…et ita eodem paent' tempore tria haec iura nata sunt: leges (sic Mommsen) duod巴cimtabularum: 

ex his fluere coepit ius civile; ex isdem legis actiones compositae sunt. omnium tamen harum -et interpretandi scientia et actiones 

apud collegium pontificum erant， ex quibus constituebatur， quis qωq uo anno praeess巴 privatis. (早照王P粍4:!怠謹巴トH→1 ば!川l制 1t廿naa 

i山ur悶aμ0*初U器溺話司制宰); Sch江旧叫u叫11z，Ge田:schic凶cht句ede町rr必ιm.Re配chtおsw凶 ens切scha旧aft(ロ1961め) (~芯3ト 1榊榊井桐申均w早 Q が呼f や主広E 圧~) 1叩on.1 7 n. 1 Kun-

kel， He釘rku玉札叩u叩111ftu. soziale Stellu 昭 der r凸m. Juristen (1952) 45 出 . ; Kunkel PR 19. 

(C'-l) Liv.9，46，5 civile凶u凶叫S向， dep 口伺slt山u口m 111 pe白I問 t廿ral似 ISP】on川tif出f臼lCU山叩I叫I

leg酢ea砲gip伊os回se仕ts記c汀問e抗tu町r. Schulz， 11. n. 8 (cf. 1ロ2n. 5司) 回壬 「乱 一I卜， 士鎚包岳以{0型繋塁t縫里j怯怯需結aJ縄割縦民|い川111(く網fS]n恥や (工芯5ドト一 「主廷号t縫記J --\吋J~ν王芯= 
~) 1く111く回。

(的) Pomp. D. 2，2，7 Postea cum Appius Claudius proposuisset (co川田山田et Mommsen) et ad fonnam redegis凶 hasaction白，

Gnaeus Flavius scriba eius libertini filills subreptum librum populo tradidit，......... 

(司) Pomp. D. 1，2，2，35 et qllidem ex omniblls， qlli scientiam nancti sllnt， ante Tiberium Coruncanium Pllblice professllm 

neminem traditur ceteri autem ad nunc vel in latenti illS civile retinere cogitabant vel solebant (sic Mommsen) consllltatoribus 

vacare potillS qllam discere volentiblls se praestabant. 38 post hos fllit TIBERIUS CORUNCANIUS， ut dixi， qlli primlls 

<Pllblice: SChlllz， 13 n. 2> profiteri coepit 巴山口stamen scriptllJJ1 nullum exstat， sed responsa complura et memorabilia 

(，...，) 
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話再

elus f uerunt- N  s 
(凶) 副主主去三 Q~耳~Q 怖主主~' }J ~式斗<R，ヰや-l-1 1 ill司剥 Q翠嵐ド時的。 Arangio-Ruiz，Storia (7 ed. 1957) 122. 言

〔∞) <4~宇 l話料 ll0 ム ν 土己申lF'( 冷v J:;~:';!' ~型 tト 1信彪+t\~後t\J ~~1~ll :';!号室関口('.;2長岡担ふやさ.{d'Vν， i捻経択4占':c， <4 i'iè杓与:ν -，9t\J Q~ 主

網県民Qお廷竺邸時以関敗杓ゃれの-，9Q¥J竺必兵 Fど，)付や時点。Schulz13 (判必込 nえRλ らt¥Q絵総点医出艇はやユνJ陶 5 
w.i:&i) ; H. J. Wolff， Roman Law (1961) 94 s. ; Kaser Altrom. Jus 356 n. 50 ; 357 n. 54.cf. 寺4

Cic. de orat. 1，186 Veteres illi， qui huic scientiae praefllerunt， obtinendae atque augendae potentiae suae causa pervulgari 

a r t e m suam noluerunt. (Jors， Rom. Rechtswissenschaft zur Zeit d. Republik (1888) C~い榊情処 Q.{ \J;;;:; 匪) 57 n. 1) 

(ト) Sex. Aelills Paetus Cat田 (cos.198 cens. 194. Kunkel Nr. 6). )J 兵 ~1~Q Ap. 民 iトむらか-\:'t\-，9走恒久j 梨罵杓~>Q Kunkel 

Herk. 46 n. 85 (contra Sculz 11 n. 3) 

〔∞) Kunkel Herk. 47. -< ~ -'J..J ~ M'. Manilius (praet. 155 od. 154 ; cos. 149. Kunkel Nr. 13); M Porcius Cato Licinianus (praet. 

des. 152. Kunkel Nι14); M. Junius Brutus (praet. 142. Kunkel Nr. 16). '*墜・田を.*首都絡を針 II~申<E?l阿。

(0)) Liv.25，5，4 Ante hunc intra centum annos et viginti nemo praeter P. Cornelium Calussum (pont. max. 332-304) pnotifex 

maximus creatlls fureat qui sella cllruli non sedisst (Schlllz 9 n. 3). sella clIrulis， magistratlls cllrllles 11 0-1¥t!怠自H 盟同組 1。

Cic. de domo 1，1: Cum multa divinitus， pontifices， a maioribus nostris inventa atque instituta sunt， tum nihil preclarius quam 

quod eosdem religionihus deorum immortalium et summae rei publicae praeesse voluerunt，…… (Schluz 9 n. 6) 

c;::) ~tWl径は時国{ (plebs) 冷:';!ユ>Q Q:';!!11QO叶~量生 ν~>Q 0 lex Oglllnia de auguribus et pontificibus (300) 竺定担総会JE?l・くふ心

<-< (干そ-<c--・)II事('Y t¥J Qモト匡I-<:';!Bトぽ-'J D司王~.;2 (Liv. 10，6，6 ; 10，9，2. Rotondi， Leges 236 ; Wenger， Quellen 478 n. 44 ; 

cf. Latte infra 197 n. 1) 0 裂は 11100吐濯場~ll4室料←>Q桝草~-'J斗1 11ß.TII\辛限 Q I'Þ\@' 康似争当 (nobilitas) Q 似国制限←~主体主主主l0約

::lt::区 rn -l' ~号車~ll 認さごの喜三鎚-'J1ffil~持基型干ミ」 ・鎚率以tHfí~ ・言~ß'ji';-'J Iffilb器製-R(医111同〉庄屋(主主ト「宗誕J-'J..J ν;;;:;HE) 1¥11 

4くーや阿。必読P 区土延 ll -Y同時耳~Nト民事宇都llQ 1 -<ll..J ν 誕土足土祖母様-'J..J~!l:1'吋L0:;之>Q ~P. Sempronius Sophus (cos. 304・pont. 

300)涜5雲寺主 QBト回{-'J:';!ム'I'(~ヨム )J -'J斗や初; Kunkel， Herk. 7 n. 8. 

(口) Schulz 9 n. 2肝onoratioren; M. Weber， W. u. G.， 1 Theil， Kap. III， S 20) 

(~) cf. M.羽Teber，羽T.u. G. (3. Aufl.) 463田.. -S1ít\+E- W喜 ~IH(O同'肉眼伝 1 <111Jmr:。
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(
以
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著
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名
の
み
で
引
用
)
ω
∞
二
L
E
F
河
内
一
-
m
H
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認
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R
o
=
=
p
t
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E
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P出
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N

ミ
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印
(
}
日
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0
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R
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門
戸
m
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N
G
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]
U
E
)
N
a
N
山
〈
口
口
r
ω
0
5
(
g
u
u
)
由
日

F

(
た
だ
し
〈
C
E
m
E
R
E
-
-
B
p
m
r
h
(
可
・
E
)
U
由
。
=
・
同
∞
は
ロ
オ
マ
宗

教
の
タ
ブ
ウ
(
ロ
E白
E
)
的
局
面
よ
り
も
、
狭
義
の
宗
教
(
人
格
神
に
対
す
る
共
同
体
総
体
の
道
徳
的
責
任
の
観
念
)
と
し
て
の
局
面
を
重
視
す
る
)
。

こ
の
カ
の
支
配
へ
の
帰
属
を
示
す
観
念
が
自
口
2
で
あ
る
o
m
R
2
の
成
立
は
、
物
ま
た
は
行
為
自
体
に
そ
の
属
性
と
し
て
具
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

聖
別
行
為
(
g
z
m
R
E
Z
c
u
g
n
2
2
5
u
さ
ら
に
確
認
裁
判
日
片
岡
・
国
家
七

O
巻
六
号
(
以
下
「
ュ

l
ス
」
と
し
て
引
用
〉
四
三
四
、
州
内
s
q
〉
』

日
N
)
に
よ
る
O
B
8
H
の
効
果
は
、
帰
属
物
の
保
護
(
例
え
ば
神
聖
物
〉
か
、
あ
る
い
は
抹
消
(
例
え
ば
Y
C
E
D
g
n
q
片
岡
同
所
、
州
内
白
百
円
〉
]
A
H
∞
自
-
u

門
司
・
円
三
8
8
ロ
-
N
)
で
あ
る
(
問
自
白
〉
』
A
P
∞
)
。
自
口
2
の
観
念
を
補
充
す
る
関
係
に
あ
る
『
監
は
、
人
の
行
為
が
神
秘
カ
の
領
域
を
侵
害
せ
ぬ
こ
と
を
示

し
(
反
対
概
念
は
口
広
田
)
、
こ
れ
に
対
し
て
7
5
(
E
Z
ユ
ロ
)
は
人
と
人
と
の
関
係
で
あ
り
、
神
と
の
関
係
づ
け
を
含
ま
な
い
(
片
岡
・
ュ

I
久
四
一
二
一
一
一
)
。

(

凶

)

種
子
が
熟
す
る
五
月
(
農
民
の
磨
で
古
田
2
2
-
z丘町
E
Z
吋
)
、
動
物
が
耕
地
の
縁
を
引
廻
わ
さ
れ
(
ω
E
Z
2
山
口
p
ω
日
〈
-
R
-
ω
・
ゴ
い
口
付
昨
日

E
Z
E
Y
R
E
2
5
口
E
E
E
】
r
R
S
一
P
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E
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日
〈
2
8
4
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一
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ヨ
ロ
w
Y向
P
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E
t
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町
二
・
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印
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吋
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〉
B
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b
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〈
凶
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2
r
c
E
ω
2
F
己
包
門
司
C
B
M
】
江
戸
間

町
内
ω
円
5
・
3
5
σ
E
L
E
E
m
g
E
5
2
2
E
国
民
芸
仏
Z
2
2
円
山
r
r
F
』
己
司
円
。
『
門
戸
間
-
r
E
F
口
7
5
7
(
戸
三
円
。
ぉ
ロ
・
岡
山
宮
E
-
E
R
L
P
月
c
E
-

ω
S
三
宮
司
君
主
門
戸
口
問
H
H
H
M
O
C
=
・
ω
)
)
、
自
国
外
の
領
域
を
支
配
し
て
い
る
力
が
満
腹
(
E
2
3
口
)
す
る
よ
う
に
と
の
祈
願
の
の
ち
犠
牲
と
し
て
捧
げ
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
耕
地
が
そ
の
敵
対
的
な
力
か
ら
隔
離
さ
れ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
(
}
E
H
E
C
C
∞
同
F
宮
宇
∞
尽
〈
・
2
「
印
、
印
一
戸
戸
2
5
5
7
5
g
R
己
完
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昨
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E
E
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B
r
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E
B
(
円
三
序
回
-
n
-
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F
P
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5
丘
門
H
・
ロ
・
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こ
の
儀
式
が
の
ち
に
国
家
祭
柁
と
し
て
神
官
〉
2
2
E
『
E
可
虫
に
よ

っ
て
担
当
さ
れ
た
時
の
祈
願
歌
日
♂
巳
m
E
2丘
四

7
1
5
2
冨
∞
お
(
冨
白
5
5
丘
円
台
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)
・
私
人
に
よ
る
祭
紀
の
場
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の
方
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H
h
ω
古
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お
ユ
ロ
-
E
H
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〉
m
E
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え
昌
司
ω
一
円
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百
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H
E
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-
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-
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こ
れ
ら
の
祈
願
方
式
中
で
神
の
名
が
マ
ル
ス
に
な
っ
た
理
由
は
、
g
g
吋
5
-
E
L
E
E
t
c
の
祈
願
が
向
け
ら
れ
る
力
が
、
自
国
外
へ
の
出
征

に
際
し
て
は
今
度
は
逆
に
そ
の
力
の
加
護
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(
ω
主
配
(
戸
国
立
巾
S
U
己
申
u
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お
ロ
-
H
)
に
つ
き
世
良
訳
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「
支
配
の
社
会
学
」
五
七
四
註
一
五
。
こ
の
儀
式
は
註
団
対
応
本
文
の
分
類

ωに
属
す
る
こ
と
に
な
る
)
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、
の
ち
に
名
前
を
帯
び

る
に
至
っ
た
時
に
は
軍
神
マ
ル
ス
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ー
ー
な
お
、
ア
ル
ヴ
ア
レ
ス
の
奉
仕
す
る
神
は
、
そ
の
祈
願
歌
(
2
5
3
〉
円
三
戸
そ
の
意
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0i宍'h:(: CIL 6，2068 (a. 91): magister fratrum Arvalium manibus lautis ve1ato capite sub divo，ωlumine contra orientem， deae 

Diac CUIll collegiis sacrificum indixerunt: Quod bon日m faustum felix fortunatum salutareque sit imperatori Caesari Domitiano・

et Domitiae Augustae coniugi eius totique domui eorum， populo Romano Quiritibus fratribusque Arvalibus mihique， sacrificium 

deae Diae hoc anno erit...... (Berger ， RE s. v. Arvales 1473 ; Marquardt452 n. 4.)' 'J 0君主Q摺騒竺' 網件以E柑J綜株f返事~AJ
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{国+t令{0改正[e0~~ 随-rtQ) 0 ::f.1.j Latte 18，42，65，114. 

(;:;) 高尾容i累 (Getreiderost) ~ ì:;;ャ μ 王~1l保母J04くお言語← Analogìezauber : Latte 19 ; 48 n. 2 (Plin. n. h. 18，14). 414¥区・忠告・翠

総4く同11。
c;::) Latte 43 ; 125 n. 2 ; Liv. 5，21 (ωa. 396紛)， 2:“ Tuo ductu"ぺ， in町叫【q中lu山it 田 • dictator)， “ Pythi吐lCαeApo叶oll口10，tuoque n山u叩I町ml

p開er屯goa品dde叶le凹nd白amu旧1げrbemVeios， tiゐbi悶qu田1児ehinc児cde伐町cimamPa訂rt民empraedae voveo. 3 Te simul， Juno Regina， quae nunc Veios colis， 

precor ut nos victores in nostram tuamque mOx futurarn urbel11 sequare， ubi te dignum 3l11plitudine tua templum accipiat". 5 

Veientes， ignari...... iam in partel11 praedae suae v∞atos deos， alios， votis ex urbe sua evocatos， hostium templa novasque sedes 

spectare，..・・・・・・・.

(じ) Latte 43 0 ~1長 evocatio (沼市1:D XII tab. 8，8 : fruges excantare ; segetem pellicere. (cf. Wieacker RIDA3 (1956) 465) 

(~) Latte 62 n. 1 (cf. Jheri昭， Geist 2， 399 n. 544 ; 442 n. 609) 0 ~I民 Plin. n. h. 28， 10: quaestionis'" …・・白t，polleantne 

aliquid verba et incantamenta carminurn. viritim sapientissil11i cuiusque respuit fides， in universum vero ornnibus horis credit 

vita nec 匂ntit.Wortmagie ~やム V 区長・誕生霊却 l 蜘 1 )nit') 1(く， 1長-¥l::f}ιo

C~) Latte 47 (Cat. agr. 141 0~'h:( (;I;t!;:!:)は 兵士伶“utisi巴svolens propitius mihi"; “domo familiaeque nostrae， quoius rei 

ergo勺 ; 誕百丑;I;tl:$4I{¥匹。

(お) Latte 61 ; 63. ((;j) Lntte 147. 

C&l) Serv. Aen. 2，116: virgi配 caesanon vere sed u t videbatur et sciendum in sacris simulata pro veris accipi unde qUUI11 de 

aninlulibus， quae difficile inveniuntllr， 白 t sacrificanclLll1l， de pa 問 vel c配era f臼l山山UJ川 et pro ve町I口I目S 3C白Cl吐ipiUl1旧n川llu町lr. (G. Demeli 凹 ， Die 

ケ会ー
守 守

話耳
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Rechtsfiktion in ihrer geschichtlichen u. dogmatischen Bedeutung (1858) 11 n. 7 et passim; M. Weber， W. u. G. loc. cit.; Jhering 

Geist 2，399 n. 545 (Scheir沼田chaft);Wieacker， infra (溺迫制民)144) 1緩斗総泰斗c'o¥1J:!t:区. rl-κ10111 (Kaser AJ347) 

4平-'J~欄 Q 乾{恒ヰ出品喜久J ，....l νP 話 ~oj -0ò\1J~再〈はおうごの事単純榊撰争当 ( Q記ヨ朴 Q;U:;灘 (Cic. top. 64 iacere telull1 voluntatis四t.

ferire quem nolueris fortunae ex quo aries subicitur ille in vestris actionibus，“si telum manu fugit ll1agisquam iecit". Serv 

ecl. 4， 43 1n Numae legibus cautllm est， llt si quis ill1prudens occidisset hOll1inem， pro capite occisi agnatis eius in cuntiune 

offerret arietell1. :!t:匿・言誕 C1~坦制S) 組 11111 :8:・相国 1 0 Bruns. XII tab. 8，24 a) "'?'団凱 Q ど毒~--\Jや吋c0兵の: sic : Latte， 

211 n. 3 ; Arangio-Ruiz Storia (7 ed.) 74，78. contra Ka悶 AJ51 n. 57 339 n. 21; PR 140 n. 12; Wie，比erRIDA 3 (1956) 

481 n. 51a C~昧 Q -i-! 王~Q 童書記). cf. GioHredi SD 20，268 n. 22，23; Voci SD 19， 58 n. 61; 62 n. 84 et 89; Latte SZ 67， 50. 

〔自) commentarii pontiticum 巴吾・護縫 1( gJ~~ドー〔定加主主尚早語y Westrup， 1川roducLion to Early ROIl1. Law， IV， 1 (1950) 43 

n. 4 ; Wenger Quellen 393. 

(~) Jors 17 n. 6. cf. Westrup， op. cit. 37 田 40~ss. Latte 197 ; Kaser PR 23払 18.

(~) ffi1!-・張緩.1(gJO'1く岡田工2ド'，*田旨国1111l' Kruger， Geschichte d. Quellen (1. Aufl) 28 n. 21 ; Liv. 9，46，4 (a ~)。

(お) Liv.3幻1，9 (いa.200的)， (σ7 Mora旧Il1 V刊otωop卯llb出lic∞oLi悶c口H凶r

qui泊apecllnia non posset in bellull1 usui esse， seponiqlle statill1-deberet nec Cllll1 alia pecllnia ll1isceri quod si factum esset， 

votum rite solvi non po白 色 8 tamen ad collegiull1 pontificum referre consul iussus， si po田etrecte votum incertae pecuniae 

suscipi. Posse rectiusque etiam esse pontific白 decreverunt. (9 Vovit in eadem verba consul， praeeunte maximo po口tifice，……)

(Schulz 20 ; cf. Jhering， Geist， 2，401). Liv. 27，25，7 (組';;j;); 5，21，2 (組出)。

(~) Liv. 8，9，8 (a. 340) :“……Sicut verbis nuncupavi， ita pro re publica p. R. Q. exercitu， legionibus， auxiliis p・R.Q. legiones 

auxiliaque hostiull1 mecum deis Manibus Tellurique devoveo. "(Schulz 40 n. 10) 

(~) Liv. 9，46，6 Cæ~)O (gj) Voci SD 19， 61 n. 78 et 80. (gj ro) Liv. 5，21，3/5 (Schulz 40 n. 9. 

(sD Schulz 18 (初心μP例言語・阻量長崎H~縫堤"'" : n. 7) ; Latte 198. 

〔お) Lal.lc 24 ; 202 (SCI'. ĈIl.日， 190 :川氏nria;11¥ t nhl日tiv日只11日j"，q t1 a~ n()n p円町t1l1tl1r，川 impctrativa， C)1l日C叫 tntavcnillnt.) 

Westl'llp IV， 1 cit. 37. 

相;S)。

(

同

措

挺

Q
必
川
叫
恒
)
織
犯
幼
時
世
(
町
抑
止
世
作



S
由
(
己
・
叩
)
巡
科

空宇判的限定Ii!ll! (allguria impelrativa) リや机怠田「ャ 4γ~{:- ，dさ4é 0:\~ 1記J c:出部社説・|長同川崎・巡礼I!H'[~持基!'!i-F:; H) 1 

巴1tm:~\L- 0 Liv. 1，18，9 :“Juppiler palcr， si csl fas L1unc N utt1am Pompiliutl1 clIilL' cgり(品川gur) capul leneo，民gemRomae 

e由民 utitu signa nobis certa adclarassis inter eos fines， quos feci. “Tum peregit verbis auspicia， quae mitti veJlet. Quibus mlSS1S， 

declaratus rex Nl1ma de templo descendit. (Mommsen StR 1， 77 n. 4σ8)) 

C~) Cic. ad Att. 4，2，3 Cum pontifices decressent ita ." Si neque populi iussu neque plebi scitu is， qui se dedicasse di~eret ， 

nominatim ei rei praefectus esset，..... neque populi iussu aut plebi scitu id facere iussus esset， vider posse sine religione eam 

partem areae M. TuJlio Ciceroni r白 titui. (Jors 31，6; ~chulz 20 n. 6; Latte 200 n. 3; 400; Kasser PR 320) 巡担制[Õ~匹。

Cic. domo 53，136 (Sclllz 1. c. ; Latte 1. c.) :医科・来阪笠田舎・聖書縫K同 10 

(沼) Kruger Q. (1. Al1fl.) 28 n. 15 ; Latte 400 ;翁五組事。

(湾) Kaser AJ 342 n. 37 SChlllz 22 s. Jo四 52.

(お) Latte 1. c. ~王将， confarreCltio はや~ ¥-' -ri' Kunkel PR 19 n. 3; Kaser PR 69 n. 13 

(お) Schulz 21 n. 1: Latte 102 n. 3. 国主主H却持最古'5 0rr民 0~0 欄( 0総lぷ(お吋ot¥-'0星Ei1!i'¥'!(誌杓tQ，，( ;¥1J酬i朴 Q型空土のはやム¥-'-lE区

2:!~~叩 0 -ri'ベJ (;wv0づい経孔I...J，，-，0 Bruns 76 (CIL 10， 8259) : CoJlegium pontificum decrevit， si ea ita sunt， quae libelo 

continentur， placere.... "puela， de qua agatur， sacelo eximere et iterum ex praescripto dep口nereet scripturam titl1li at pristinam 

formam restituere piaculo prius dato operis faciendi ove atra. 

(包) Ulp・D.11，8，5，1 Si religiosus locus (sepulchri) iam factlls sit， pontifices explorare debent， quatenus salva religione desiderio 

reficiendi operis n凶 endumsit. (Latte 102 n. 3) 

(お) PS 1，21，7 : Vendito fundo religio田 locaad emptorem non transeunt nec in his il目 inferremortuum habet. (Latt巴 198n. 1) 

(信) Kruger op， cit.. 28 n. 20 Mitteis PR 96 n.9; Kaser PR 134;怠国民川 111くC1)0 ，j 0頃お Bruck，Uber riim. Recht (1954) 

35田・ i1吋¥'¥-'r{tQ-¥I' ドキ~~さ1lIl-4l1照 1111U 後 b括性凶製自民 (mancipatio familiae) --，j 0 医割以tQ~言語iiì 'hO詩型2:!~心ふは十 1 1 *持活 5，3 

i1枠制←tQ':;:， ， 杓c0i1' ~鎚 5， 4 吋-"'t--兵'包 F 嬰 i星〈ドキ枠組 Q 軍軍司o~~芸 FνF 宝 lど :fl!$~~i1 ~d妄制"" 1 \担 C 5it，?l~持悩盤 gll!() ...J吋V

J二"-'-¥1神P吋心4この (Kunkel PR 318 n. 6 ; Kaser 93)一一-i1吋¥'\-'~語 i制約~tQ-\I' 'j 0担主主潟斗o主主主主 ~d豆髄:li:;~ぎに球団法笠嬰爆

く〔耳Rf?;，'~卑l 榊〉ヤ草草炭←tQ-ri'0 I'-' 2:! ~きム 4ミ心 C"-' ロ....l Gandolfi， SD 21 (1955)， 230， 242 s.)' 軍主事n';ふ照~回目K~慢はやムド 'j0

互主
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話再

(弓) 111司認QドtLatte 205吋心。

(ミわ Jhering， Geist， 2， 398 n. 541 J. Poli， Verba praeire dans la legis actio， RIDA 5 (1950) 291 n. 22 ; Latle 62. 

concepta verba 1l 0品υSchulz33 n. 2， cf. n. 8. 

Plin. n. h. 28，11 praeterea alia sunt verba impetritis， alis depulsoriis...... vidirnusque certis precationibus obsecrasse surnrnos 

magistratus et nequod verborum praetereatur aut praeposterum dicatunr， de scrpto praeire aliquem rursu包quealiurn c田 todemdari 

q ui a ttenda t………(Jors 19n. 1 ; Latte 62， 198 n. 3) . 

Liv. 9，46，6 Aedem Concordiae in area Vulcani summa invidia nobilium dedicavit 山1. Cn. Flavius aedilis curulis) 

coactusque consensu populi Cornelius Barbatus pontifex maximus verbis praeire， curn more maiorum negaret nisi consulem 

aut irnperatorem posse templum dedicare. (Latte， 62). 1:援は KaserPR 23 n. 10 ; Schulz 19 n. 9. 

(ミ~) e. g.“quod me sentio dixi回e" Schulz 33 n. 5 ;34 (ver sacrum) ; Latte 62 ; 24 (“was ich mir bewusst bin zu sagen") . 

恨む時 Q制初1l1l!さ¥'\-'.二時 'J --'J'兵制可眠時吋心11.'臨む~ト 01伏 "0 ~ミ Q Jt\~斗 G ぷ~1ミ，0 1ト~ギ Q)J 叫も曜の 'J --'J 0~ヨム吋'-"1l' --'J0 

判長。卓l主主主活斗j緊迫ヤの“quade re agitur" (e. g. in Lex Rubria de Gallia cisalpina (毛出・科鎚|同約川口和田K同:c:fト Cic.

pro Murena 13，28 neque tarnen quicquarn turn anguste scriptum est， quo ego 11011 po出 1m‘【luade re agitur' addere.) -，9) J ~之斗

*&>ヤのE軍側 (Schulz33 11. 6)。

(と~) GaL 4，30 ut vel qui nlininlU1l1 erra田 et，litem pcrclercl. Latte 62 Knser PR 23. 

4」ヰ2.J
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Laltc 24 199 11. 4， ibi cil. Macr. Sat， 3，3，1: cl qllia inler dCCl山 pUlllifiClll11 hoc l11axil11巴 ιlllaeritut'. 'lllid sit 日 CflUll.

'luid profallulll， 'lllid sanclulll， 'luid regiosulll. Gai. 2，5/6 sacrulll 'luidem hocωlum existimalur， 'luod ex allctorilate popllli 

Romani consecratum est， veluti ¥ege de ea re lata aut senatns consulto facto. Religiosnm vero nostra v口luntate facimus 

mortuum inferentes in loc旧nnostrum (匝正田中111). loca religio回(欄) ~誕偲幸子-'Jユ m 陣社'"，玉三 JミtQ.(2:Q' lli理ミミ¥-'t! ¥f京事'会均匹H

hl~王子。 (Kaser PR 320 n. 16 Kunke¥ PR 78 n. 8. cf. Latte 200) Gai. 2，7 : Sed in proviniali so¥口 p¥acetp¥erisque so¥um 

religiosum non fieri， quia in eo solo dominium popu¥i Romani est ve¥ Caesaris， nos autem possessionem tantum vel 

usumfructum habere videmur. utique tamen， etiamsi non sit religiosum， pro rleigoso habetur. 将兵， sacer-religiosus 0凶長'"

~..y 0 吋小必判長や目当記←tQ ~1iii:~ c';¥1J : Kaser AJ 47 n. 41. 

C¥';) リリ長c.0矧ヤの図書量~ç'ユド Latte 200， ibi cit. Liv.27，25， (7. quod， cum， bel¥o Gallico， ad Clastidium， aedem Honori 

et Virtu t i vovisset 田. Marcellus， a. 223)， d日licatioeuis a pontificibllS impediebatur，) 8. qllod negabant unam cel¥am duobus 

diis recte dedicari， quia， si de caelo tacta aut prodigii aliquid in ea factllm e回et，difficilis procuratio foret， qllod lltri deo res 

divina fieret SClfl non po回 目 (9.neqlle enim dllObllS n凶 certisdeis rite una hostia fieri.) lhering， Ge凶， 2，401 n. 549 ~ 

吋兵'!!...創意ま!と終制 ~~l信不 11 C¥ 0 昧認の誕êß~制 4ltj 鰹終おの呼川村ム吋れは， 1 c' 0君主魁t!1 1や0:!!t.，l:<J1悶*川将 JLO

(~) Latte 198 (Di山古tion);lhering Geist， 2，399 f. (zersetzencle Methocle) . 

(~) Latte 202 (theoretische Kasuistik). まぎ榊';R糧寺号制服塁手キJtQ-'J;¥1J士j' や0:1望球徐々 D .Q，{ミtQ0t!>v0榊E芸=--¥-，-%'0¥-" ))兵は湖

ムドヒ証言←テ申書話器事{凹やさ~;':6ユ Liv. 10，40 (a. 293) (9 altercatio inter pullarios orta de auspicio cius c1iei......) 11 ill2 (sc. 

consul) :“……qui allspicio ad田 t，si quid falsi nllntiat， in semet ipsum religionem recipit ; mihi quidem tripllclillm nllntialltm poplllo 

Romano exercituique egregillm 日USP1cmmest." (13. Priusquam clamor tolleretur concllrrereturqlle， emisso temere pilo ictus pLlllarius 

ante signa ceciclit. (14. Qllocl ubi consllli nllntiatllm est “Di in proelio sllnt"， inquit “habet poenam noxium caput.") 

1豆幸吉 0\{þ<~イ知県阿il~ \-"也付~:t買~ ¥-'t! ))*.，l:<J"築設必c.0~ 1ii '" tQ (Latte 202 n. 2) Plin. n. h. 28， 17 1n allgllrum certe 

discip¥ina constat， neqlle c1iras neqlle auspicia pertinere ad eos qlli qllamque rem ingreclientes observare se ea negaverint， qtlO 

munere d 

(~) 
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Aれ'総司甲・十+I -<~0~~ (1~感 Liv. loc. cit.) はおうごt<>--\J~己磁 4Ñ\J 崎心 Mornrnsen 5t R 1. 80 n. 4) 

Cic. de divin. 2，77 : Et quidern ille (:品 M.Marcellus，) dicebat， 'si quando rern agere vellet， ne irnpediretur auspici同 lectica

operta facere iter se solere.' Huic sirnile est， quod nos augu肝I汀r巴匂宮 pra誕ecαlp戸lillUS，nε lUge aus叩pl比cαl川um obven】1組atut 1叫u凹lrnentωa山ube悶an川lはt 

dωII山u山凹mg伊er詑e.Quid est alil吋 no叫l日lemo叩I口leria Iov刊en凶IS討ieff臼icereut，aut ne fieri possit a 出 piciurn，aut， si 旧 t， videri? (Latte 1. c. 

Schulz 35 n. 1) 

Fest. s. v. Prohibere cornitia dicitur‘vitiare diem rnorbo' qui.…. ob id ipsurn‘cornitialis appellatur (morbus cornitialis 

Mornrnsen St R 1 87 n. 1). Cato in ea oratione…-“Dorni curn a uspicarn田， honorern diurn irnrnortalium velim habuisse. Servi， 

ancillae， si quis eorum sub centone crepuit， quod ego non sensi， nullum mihi vitium facit. Si cui ibidem serbo aut ancillae 

dorrnienti evenit， quod comitia prohibere solet， ne is quidem mihi vitium facit". (Latte 1. c. Schulz 34 n. 3) 

(:];) Latte 202. 

CLn) Latte 25. cf. Koschaker， Europa u. das r凸m.Recht 188 : 1"潟僻誕は具合的品々の潟濯魁 Q球目皇制<¥'0認定 AJ$左心AJ¥J j詳Yい寸時

4き，心， <¥' 0腔ε 徒同~:， ~ AJ+<oW:' )j 4 :Q ~'':';! ~'':';!4奇的。~~ミ...J' )J 0 iEJ'\ユ烈 t!' 主百4首必言雪組 \Jt!~V"\J' 邸側必 4与拍必 4名答千)~

c' V0AJ~色制 ~.;2 0 \J*i' 向。 )J 0 斗点主よ経~\'1見*~摂'6 0':' 1-'ムt<>~ミ心 P 士話回土返t!' 士道吉己{怯4li~ま o 必 4ミ \J 桜.，;>9jS tヤ:g;~き岩吉余.;2t<>~

土担 0ìì主告~~ AJ0兵士慣Jいム的。」

制民or{ Schulz， History of Roman Legal Science (1953) 32吋巴 (Schulz(Geschichte) 38): ¥J t!“begriffliche Abstraktion") 0 

Jors 24 f. Jhring Geist 2， 578 ff. ; Kaser AJ 346， PR 23. 

1E区灘 01主将岩聖書島J話J!:::'h:( AJ~~i王手~4!品宕J!:::'h:(ベJ ...J ド'主主吋'':';!legum dictio 冶~'t，fl~ t<> (Latte 212 n. 1 Ser. Aen. 3， 89 : 

augurium tunc peti debet， cum id quod anirno agitamus， per augurium a diis volumus impetratum ...... et est speci白 istaaugurii， 

quae legum dictio appellatur. Legum dictio autem est cum condicio ipsi田 auguriicerta nuncpatione verborum dicitur.) 

(自) 主l f$2お斗 0~~~ヨテQ':Q' l)t:咲E縛 01亦毒~1l~ヰム ν 摺 )J 0"'-"( òW~1l:理担i令J~ 監!，!...J吋 ν ムt<>詰~il!\)斗伝説燃 Q 思~~ヨ士話事止に終十宍ニh:(t!' 

盟国料付患 0!将とや i日吋，fI~ 1-'';ヰc，' Jhering， loc. cit. 0~m:; ~triミ心総fJ，\!! ~gID叫 0~1単語早首選 ~~u割\~0択恨みJ*i''tt<>AJ (up. cit. 581 

n. 788): Varro， re rust. 2，2，6 emptor stipulatur p r i s c a formula sic :“IlIasce oves， qua de re agitur， sanas recte esse， uti 

pecus ovillllm， quod recte団 nUln白 t，extra Tllscan1， sllrdmn， n1inmll (id est ventre glahro)， neque de peco陀 1no1'bosoessc， 

守弐ー
噴... 
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(自〕

(自〕

(苫〉



神宮の解答活動(市民法の法源〉
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。r.1， 212: quisnmn iuris consultus vere n01l1inaretm， CUI11 dicerem， qlli legul1l et consueludinis eills， qua privati 111 civilale 

ulerellt llr， ct ad rcspondendllll1 ct ad agendlll1l et ad caVCncllUl1 pcrillls C出 ct.

(苫) Schulz 23 s. (cf. 19). ." ~士 " Q 'j Q 11 Q¥潟 Q関笹竺D心ふや必ムtAF定{回剥が Q1区緩み)吋 v Fi軍」ミ.. Y -4ì巴 09~凶縦*lt0:jj(長護軍軍

君主4寧Q'!長鰹昨「主主組朴 (Knlltelarjurisprlldenz.峰田 1ISI) 後広告豊込組組勺士心~t0屯'\-'担当震や時的。 Schlllz 20 s. 竺走路斗 Q~生駒

11や.-¥1J医以 11取組制結，:(IJ ~""，制g ・ 2号寂{三#料品}主主l' 古tl~5:i\ξ{乏#令<Q 耳軍司口会Je~æ草寺J ..J:í;' IJム向。

(巴) Schulz 23 t;!必 Q"-lれはE支持←の institutio heredis (substitutio， exheredatio， tutoris' datio); cretio legata confarreatio， 

adrogatio mancipatio (m. fiduciae callsa， m. familiae， coemptio); in iure cessio， rmanllmissio 'vindicta， adoptio， emancipatio 

spomio， fidepromi田 io neXllm， solutio per aes et libram， acceptilatio (legis actiones). (活) Schlllz 24 n. 4. 

(t!;) ~，村主-1\- ι 且 Q 土!:lW Q Konsekration Q 矧随 110 ニ IJQ~主n íB Q~生以~ c組~) t;!' "-t1\ト~~'i'&l!'* Q 込i 赴-H- 11 ' 

Dedikation ~保 ì認定件同，...} IJ ユ-\2~ミ開ふ 11 t;! 1オペ心必ユ Jors39 n. 1 Mommsen StR 2，50 n. 1. 

(担) Schulz Arangio Storia cit. 122. ca) Schlllz 38. (定) cf. Kaser PR 41 n. 28. 

(に) mancipatio nummo uno immaginaria quaedam venditio Gai， 1，113 119 (Kaser PR 40 n. 26). 

(巳) “nachgeformte Rechtsgeschafte" (Rabel SZ 27， 290; 28， 311; Kaser PR 35n. 5 l!!盛田く 11) ;“Scheingescha[te" (Jhering， Geist 

2，528; 3，273; J凸rs94 n. 1). 将兵'定士道斗 Q秘話Lヒ符 Q~AJ ..J ν'-K定{回京 FlaminesC株E単語〕拠出4li←の captiot;!' ~ K 

K民 Q型!i!4n~ミ<.0型車主主\-'.時時 (Lattes 402)。

(詑) 3 1!1基 ~hl Q~興EEE::自~賢官尽 iU!('室~J.rト (donationis cau回)，怒思 (d叶 iscausa) ， noxae datio， fiducia， ncceptibtio， 烈主主 (legata) . 

31隊員当 ~î古 coemptio matrimonii callsa (Gai. 1， 123 qllae coemptionem facit non deducitur in servaem condicionem); 

mancipatio [amiliae (Gai. 2，104 :“familia pecllniaqlle llla endo mandatelam cllstodelamqlle meam， qllO tu ime teslamentum 

[acere po田issecllndllm legem Pllblicam， hoc日号re日eneaquelibra esto mihi empta"). :g 4nt言lど終 (ZllsammengesetzteGeschafte): 

emancipatio (3 m日ncipationes+ 2 manllmissiones + remancipatio); adDptio (3 m1nc.十 2 mョnunl.+ in iure CeS;;UO); +K迫(¥作製)

醤~ (mancipatio + manllmi田 io).~ ~咲鍵(也製) Q 穏便・設定 neXllm，nexi liberatio. 

(ご〉 護側壁4県 Q1話帳:怠tE>-<1 1 jく~ドー。

Liv. 3， (9，2): C. Terentilills Arsa tribllns pleb日巴oanno (462) fllit. 1s ...... maxime in conslllare imperillm， tamqllam nimillm 

苦言 (Q窓 i長Q

守子「
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nec tolerahile liherae civitati， invehehatllr ….い. (9，4:) 'dllOS pro II叩no旧o dominos acceptos'….口..一….口.infi口111】吐巾ita potestate， '1巾lド刊u

effrena旧at“恰ps討 om日e白sme凶tu国sle巨u叩m..….口..….υ.ve町rt白er陀en川1札山I日1P汁lehe児em (9，5:) quae ne aeterna illis Iicentia sit， legell1 se promulgaturum， 

ut V viri creentur legibus de imperio consulari scribendis quod populus in se ius dederit eo consulem usurum non ipsos 

¥ibidinem ac ¥icentiam suam pro ¥ege habituros…・ (31，7): Tum abiecta ¥ege， qune promulgata consenuerat， tribuni lenuis agere 

cum patribus 'finem tandem certaminum facerent， ・・・・・・己ommuniterlegum latores et ex plebe et ex patribus， qui utrisque 

utilia ferrent quaeque aequaendae lihertatis essent， sinerent creari.' (31，8 :) Rem non aspernabantur patres， laturum leges 

neminem nisi ex patribus aiebant. CUIl1 de ¥egibus conveniret， de ¥atore tantull1 discreparet， missi legati Athenas"一一， iussique 

inclitas ¥eges So¥onis desc巾 ere et a¥iarum Graecae civitatium instituta mores iuraque noscere....... (32，6/7:) [am (452) 

redierant legati cum Atticis legibus. Et intentius instabant tribuni， ut tandem scribendarum legum initium fieret. Placet creari 

Xviros sine provocatione， et ne quis eo anno alius 'magistratus e田et. Admiscerentllrne plebei， controversia aliquandiu fuit 

. (33，3:) X viri creati Appius Claudius .… . (34， 1 :)・…・・ Tum(451) legibus condendis opera dabatur; 略 entiquehominum 

exspectatione propositis X tabulis， populum ad' contionem advocaverunt …… (34，3・)らE…… omnibus，summis infimisque， 

iura aequasse.'…… (34，6 :) Cum ad rumores hominum de unoqロoquelegum capite editos satis correctae viderentur， centuriatis 

comitiis X tabu¥arum ¥eges perlatae sunt， quae nunc quoque in hoc immenso a¥iarum super alias acervatarum ¥egum culmuo 

fons omnis publici privatique est iuris. (34，7 ) Vualgtur deinde rumor， duas deesse tabulas， quibusadiectis absolvi posse 

ve¥ut corpus: omnis Romani iuris. Ea exspectatio ・.. desider川ll1Xviros iterull1 creandi fecit. ・・・・ (36， 5 ) Decem regllm 

species erat， ...... ut， si quis memorem ¥ibertatis vocem aut in senatu aut in poplll口 misisset， statim virgae securcSCJ.ue・・

expedirentur.…… (37，4 ) 1am et processerat p司rsmaior anni (450) et duae tabulae legulJ1 ad prioris anni X tabulas erant 

adiectae， nec quicquam iam supererat， si eae quoque leges centuriatis comitiis perlatae essent， 
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crearet， et ne cui fraudi esset secessio militum plebisque.…… (56，1 : )…… tum tribuni， adgredi singulos tutum maturamque 

iam rati， <l!∞u泊 toremprimum Virginium. et Appium reum deligu瓜 …・・・ (58， 2 : ) Virum honorati田imaeimaginis futurum 

ad posteros， legum latorem conditoremque Romani iuris， iacere vinctum inter fures nocturnos ac latrones! 

Cic. de rep. 2，36，61-37，63 (Dedemviri) cum X tabulas summa legum aequitate prudent阿国 conscr伊 i田 t，加na叩n町nn凹1

post匂erumXv吋irosalios subrog伊av刊en凹u山叩lf川n凶l此t，...... qu山 du凹abu凶stabu叫liおslnl珂qu悶arum legum addi江tl叫S向， ...... c∞onubi旧a..一...一.u川t口e plebi c印u山叩1mn 1 

pat甘nゐibu山ses白sent，I出 umasissimalege sanxerunt. (Bruns XII tab. 11，1) 

(民) Wieacker， Vom rom. Recht (2. Auf1. 1961 (:;jドー榊榊~0 r{ ¥-' ;U;rn::) 47， 54 (cf. RIDA3 (1956) 471 S.， 490).尚道端県斗 Q泉三重

久J~ ν ，.~吋':t! ... 帯(;'!:屯締結:~ tよ兵士tO穏論~~経干~':Ç，t\-' 0 舘干引D0~ 吋 tl 耳~.\J.将司ト 0 l!!長国主よよさl'Q ~J ..lJf' ~今巴 F 事且重喜 e制 rぜ òl~1ご，;2-\--<'I!.l-I

~0 "iく:lij; (Liv.3 ， 36 品渥柑) ..>J;-' n入e告さ言語 (inPolit. Athen. 12，4 ~=::区(å[l(Rò十亘社) 1101頃)..>J'兵制 γ&~ ドムtO (W. 50) 0 

([2) Wenger， Quellen 358 n. 10. Liv. 3，9，5 (組ご) 0 quod 三ト竺蛍判手 Q 臨終..>J ll生~"" tO (p. 359 n. 11. cf. Kipp Gesch. 34 n.1)。

(仁) “aequandae libertatis" (Liv. 3，31，7制ご);“omnibusiura aequasse" (34，3 ;ttlt!). 

(足) Schulz， Prinzipien d. rom. Rechts， 5n礼 K aserPR 26; Kunkel RG 19 Wieacker RIDA cit. 490. .;..!:μ~' 恩宗主~~損保~~ヰ士

tO遺品榔毘~竺lIiK胤阻審員F 晴名堕:・重量 EB'-\-\1 尚司1 ..>J;-' U λo混在京(誕..>J吉司王g0恨~~盟 .w&.十同社座長)' Wieaiker RIDA cit. 468 s.. 

(g:) cf. Sculz 19 Nr. 2-1. (g:ぉ) Ë法Hf-0 州陣従軍制拠ff-t.! '14咲'桝争当込固持 0 -，dl 0 1-!('.;..!ふ-，dl~~之必ム (Kaser PR 24 n. 3)。

(宕) Kunkel 1. c. Arangio， Storia cit. 58 Wieacker 48，52，53. 

(お) :;jド-0包除草さlllIilt! Wieacker 53田. 込吋向。 き揺さE巡占d:jlj目当官ε 十fく.-¥1卓H忌oLandesordnung tl.;..!..>J吋ドムtO (W.45)。

'J ~ tl寂JνË士自~判..>J~ い誕おみJ~寝 i似古p tO-，dl 0 ..>J~者吋tO (..>Jv ol Rotondi， Scritti giuridici 1， 29) ..>J!/rυt.!s:童謡|医関 Q

燃料及匝単語~-\日時 (W.53)。

(自) +<刻(総長liJ¥(0 ~ 5 perduellio. :k:匿・宗誕・組 1¥ 1:8)' ~再-< (~~ 4 parricidium. :k:区・宗誕・組 111 ・ 1\1~ ・ 1111 ~)O .f-さお

Arangio， Storia 79 :t!' 長足〈み}恒三岡:iii tl t.! ~~l離部 tl~~~ 母子Q0 千) ，総干~liJ¥( 0 quaestores parricidii 0 感命令l 隊以言語 òl~限←心。

(沼) Arangio， 74 田.!1起 Fν 事当選~~ユ J駆除剤似午;;!0 鍵優陣誌とお繁覇軍+"-tO..>J:熊 -<~.L6 ゐ強制rr (parricidium !1 (' oI\1J 1~ ;ttl o 経常~~OI\1J

言再〈 μ や粉í!;ti~。 総〈術 (:;jドー~0) 0 ~ 2 : ll1emhrUlll rnptllll1 (talio); ~ 3: os fractlll11 (300 pona); ~ 4: iniuria (25 poena))。

一組(!}12 nox furtlll11 (iure caeSllS esto) ， !} 13 lllCi， si se telo defendit (occidi); !} 14 ceteri manifeti [ures (addici); S 15 

互主

話再
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eonceplI et oblati {urti (poena tripli); ~ 16 : nec maniieslum (duplione damnum); S 19 depositi (in dllplul1l); S 20: crImen 
suspecti tutoris) 。一世盟国~~骨組 e単純( ~ 8 : ;ttl ~' ~ 9 : [rugem aratro quaesital1l n∞tu paVl出 eac secUlSS巴 (出spensul1l Cereri 

necari) ~ 10 Aedes acervumve frumenti combusserit (igni 限切ri) ~ 11 arbores caesae !) 6 : de pauperie: S 7 : d巴 pastu

peco出:) (苫) W ieacker 56. 

(宮) <:þ草壁 v同 1ム~縦は E主←t<:>-íミ:ム似胤柏..:，t<:> 0 士~+1 H将封10 陸軍辻 l広尚早~(W<)tI土全 0.，，"，，，，00拠ft--I-1， II-2， IV-2 (;ttl~)， X-4， XI-1 C柑

ご十時iIlI¥l): Wenger， Quellen 369 n. 113 et 114一以-r;，w~' 5choll (Leges XII tabularum reli'luiae 1866) 0 酎~"'"単結以当時。

cf. Kunkel RG 18. ; Wieacker RIDA cit. 462， 467 n. 23. 

C~) Rotondi 1. c.. +.コギ誕 Q岳会匝昼間ぷt<:>~時以蝉竺 VI-2 ¥:J 0 rぜ'現仰 ?~11 @l (V-3/4)議..:，必..:，のは-!olt<:> (Arangio 64)。

crz) 割高手応終 (VI-1 Cum nexum faciet mancipiumque， uti lingua nuncupassit， ita ius esto.) お吋ゐ縫眼。賂 e紡u~ (モ?出・判お

l同・ 111・田中く〉

(詣) cf.“fons omnis publici privatique iur♂;“corpus omnis Romani iuris" (L肌 3，34，6/7，組ご)。

(毘) Kaser AJ 72， 79 ; RG 112 ; PR 25. s: 活向快税(恒国H延拾蝉) 0お紙宕糊訟斗やムνt::111，目当相 b毛憎1~~. ETI-tJ111制110超越

(~-<l捻!Ii!il 0 rf)' Pomp !) 6 C;ttl同)0:g:返事止に柊択~~0 ム ν t:' 十 1 1+将誕言語!;í 0 怖~ベJ~νt: 4，atさに特 C;ttli2~) ';会将司早口

高"f&:.土証:;j i~ 0 択'f式以具合トQ*争{0 吋の-0怖i!Þも告<):~t:lli\cD~ミ千人対ユ一一一容!Ii!il~将軍~0 訪日~0i宍~ (Kaser AJ 153) は XIItab. 5，3 

!1吋t<:>欄重富'ゃうご制限←-t¥lllIu (secundum legem publicam : Kaser AJ 72 n. 38 PR 93 n. 4) ム黒会t<:>-'Jム 0.(l吋心必関必ャ←

..:，"t:吋ム Q千J，時ト0""<ミ。

Kruger (1. Aufl. 26 n. 9. Pomp. D. 1，2，2，5: His legibus lat凶 coepit(・-…， ut iriterpretatio desideraret prudentium 

auctoritatem) necessariam esse disputationem fori. haec disputatio et hoc ius， quod sine scripto venit compositul1l a prudentibus， 

…"communi nomine appellatur ius civile. ¥i 6 C;ttl..-<). ¥i 38: (5. Aelii liber) tripertita autem dicitur， quoniam lege duodecim 

tabularum praeposita iungitur interpretatio， deinde subtexitur legis actio・~ 12 proprium ius civile， quod sine s氾ripto in sola 

prudentium interpr巴tationeconsistit. 

(eii) Schulz 31 n. 5 Kaser A] 353 n. 38 (emancipatio， adoptio 柑ロ ~)O

C~) IV-2: 5i pater filil日nter venum duit filius a patere liber esto. 
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神宮の解答活動(市民法の法源〉
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と
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あ
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な
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あ
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